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2012 年 11 月 22 日 

            銅       概       況      
 

大阪市中央区玉造２丁目28番10号                 

加 藤 金 属 興 業 株 式 会 社                 

 

◎ 2 0 1 9 年 1 1 月 の 国 内 電 気 銅 建 値 は 下 記 の 通 り で す 。 

 

              11 月   1 日   ～  670 円/Kg 

11 月   6 日   ～  690 円/Kg 

              11 月  12 日   ～  680 円/Kg 

             11 月  15 日  ～  670 円/kg 

             11 月  20 日  ～  680 円/kg 

             11 月  27 日  ～  690 円/kg 

                                                     

2012 年 11 月度は平均で 681.00 円／㎏となり、前月比 17.20 円／kg の値上がりとなりました。 

 

海外銅価の動き 

 

 11 月の LME 銅相場   11/1～ 11/28（安値ドル 5,797.00～5,951.50 高値ドル） 

11 月の NYC 銅相場   11/1～ 11/28（安値セント 261.75～272.40 高値セント） 

 

  11 月度のＬＭＥ現物は、11/1 ＄5,797.00 でスタート。11/5 ＄5,880.00、11/8 ＄5,951.50 と月頭から 

7 月以来久々の＄6,000 を超えそうな勢いをみせたが、今の経済状況、世界情勢においては、銅相場を動か

すような材料は余りにも少ない。16 日中国・劉鶴副首相と米通商代表部のライトハイザー代表やムニュー

シン米財務長官が電話会談、中国メヂィアが「建設的な協議」と報じるも、その後米ＣＮＢＣが「中国側は

悲観的なムード」と報じた。銅相場も午前中にはやや反応するが午後には下げとなった。22日、中国の 

習近平国家主席が米中貿易交渉の合意に向け「積極的に取り組んでいる」と報じられ銅相場は買いに転じた。 

さらに、同日に公表された 11月の米国製造業ＰＭ速報値は市場予測の 51.6 を 0.5 ﾎﾟｲﾝﾄ上回る 52.2 だった

こと、また香港区議選が民主派の歴史的圧勝となったことも投資家の意欲を刺激し、銅相場を買い支えた。 

 

銅需給バランス…Brook Hunt 情報 2019 年 7月 資料より    （単位／千トン） 

 ２０１８年 

実績 

２０１９年 

実績 
前年比 

２０２０年 

予想 
前年比 

２０２１年 

予想 
前年比 

全世界地金生産 20,339 23,843 ＋2.2％ 24,253 ＋1.7％ 24,655  ＋1.7％ 

全世界地金消費 23,579 23,932 ＋1.5％ 24,290 ＋1.5％ 24,607 ＋1.3％ 

全世界需給バランス -240 -89  -38  ＋48  

先行き短期見通 

国内銅価 

11 月度の国内建値は 1 日 670 円/kg でスタート。世界経済は悲観的要素が強く銅相場も大きくは動

かず。6 日 620 円、12 日 680 円、15 日 670 円、20 日 680 円、27 日 620 円と推移した。 

11/28 付 ＬＭＥ＄5,881.50、同 為替（TTS）1USD=110.42 円で日本円換算計算値 642 円/kg。 

2012 年 12 月の国内電気銅建値のスタートは、以降変化のない限り、620 円の予想です。  
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 ◎　ＬＭＥ相場推移及び国内電気銅建値推移

LME 5880 休 5914 5952 5838 5835 5828 5873 5834 5856 5882

入電 5880 5797 5880 5941 5857 5823 5812 5822 5813 5873 5926

US$ 110.0 休 110.1 110.3 110.1 109.8 109.8 109.6 109.6 110.0 110.4

TTS 110.0 109.0 109.7 109.9 110.1 109.9 109.6 109.5 109.4 109.8 110.1

11月 1日 ～ 325 円／kg

11月 8日 ～ 331 円／kg

11月 14日 ～ 322 円／kg

11月 19日 ～ 310 円／kg

11月 26日 ～ 295 円／kg

    

　これはＬＭＥ亜鉛相場が上昇したため。

　◎　2019年11月の国内亜鉛建値は下記の通りです。

  2019年11月は上記の通りで前月比 0.70円／ kgの 値上げとなりました。
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11月 290.90 円／kg （ 前月比- 5.10 円／kg）

11月 3,200.00 円／kg （ 前月比+ 50.00 円／kg）

11月市中価格 1,700.00 円／kg ～ 1,750.00 円／kg

10月平均 63,810.00 円／kg （ 前月比- 620.00 円／kg）

11月29日 61,010.00 円／kg

10月平均 5,269.00 円／ｇ （ 前月比- 25.79 円／ｇ）

11月29日 5,156.00 円／ｇ

前月比 前年同月比

板 -3.0% 13.1%

条 20.9% -6.7%

管 29.3% -3.9%

棒 5.4% -5.2%

線 11.6% 0.4%

板 2.7% 1.9%

条 14.6% -18.7%

管 10.9% -8.4%

棒 8.0% -5.3%

線 16.7% -20.9%

板

条

棒 10.9% -5.9%

線 0.0% -25.8%

板

条

棒 13.0% -33.3%

線 45.7% 0.5%

16.0% -8.0%

※2019年10月の伸銅品・品種別生産速報は来月掲載致します。

合　　計 53,390 61,930 67,315

9月の伸銅品生産速報は、61,930トンで前月比プラス8,540、前年同月比マイナス8.0%となり、

前年同月比が10ヶ月連続でマイナスとなりました。
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◎　伸銅品関係

2019年9月の伸銅品・品種別生産速報（全国ベース）

1,503

前年9月度実績

594605

7,680

315 1.6%

2,397

9,445

524

◎　其の他の建値

9,114銅

1,329

22,319

電気鉛

電気錫（相対）

ニッケル（溶解用)

8月度実績

9,487

2,141

9月度速報

268

6,701黄
　
銅

20,816

青
　
銅

1,549

17,224

7,048

1,925

241

589

49
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2,029
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39
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49
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267 389
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電   線   関   係

　電線工業会がまとめた銅電線主要7部門別出荷数量の8月分実績及び9月分推定によれば、8月分実績は

全体に占めるｳｪｲﾄが高い建設電販（前年同月比2.7％減）が下降したことに加え、電気機械や通信、その他内需など

2019年8月分（実績）・2019年9月分（推定）主要部門別出荷

8月実績 対前月 対前年同 9月推定 対前月 対前年同 8月実績 対前月 対前年同

（ｔ） 比（％） 月比（％） （ｔ） 比（％） 月比（％） （百万円） 比（％） 月比（％）

通 信 715 ▼ 29.0 ▼ 15.3 800 (11.9) ▼ 6.2 1,244 (▼22.6) ▼ 14.5
（1,697） (45.5) (32.9) （2,400） (41.4) (19.1) (1119) (40.1) (13.5)

3,989 ▼ 8.9 3.4 4,000 0.3 ▼ 7.9 4,950 ▼ 6.1 5.6
（251） (▼33.9) (▼18.0) (230) (▼34.1) (▼22.3)
9,728 ▼ 22.0 ▼ 14.3 11,300 16.2 ▼ 4.2 13,396 ▼ 19.8 ▼ 17.0
（132） （▼ 18.5） （73.7） (438) （▼ 18.9） （41.3）
6,405 ▼ 23.3 6.4 8,200 28.0 18.3 29,652 ▼ 23.8 6.4
（22） (▼38.9) (69.2) (22) (▼18.5) (▼4.3)

26,762 ▼ 15.7 ▼ 2.7 30,300 13.2 12.3 30,103 ▼ 16.1 ▼ 6.7
（61） (1.7) (▼21.8) （400） ▼ 14.2 (▼31.0) (67) (▼9.5) (▼24.7)
3,892 ▼ 16.9 ▼ 7.1 4,700 20.8 9.8 6,559 ▼ 24.8 ▼ 1.1

（2,163） (19.9) (23.6) （2,800） (29.4) (7.9) (1876) (4.8) (10.0)
51,491 ▼ 17.8 ▼ 4.2 59,300 15.2 7.5 85,904 ▼ 19.8 ▼ 3.5
（254） (▼67.1) (1109.5) （100） (▼60.6) (▼71.4) (137.0) (▼67.5) (552.4)
1,543 44.3 20.2 1,800 16.7 4.0 5,088 4.8 3.5

（2,417） (▼6.2) (36.5) （2,900） (20.0) (▼1.5) （2,013） (▼9.0) (16.6)
53,034 ▼ 16.8 ▼ 3.7 61,100 15.2 7.4 90,992 ▼ 18.7 ▼ 3.2
（400） (▼44.4) (▼61.8) （500） (25.0) (▼63.6) (96) (▼46.1) (▼67.2)
24,334 ▼ 26.3 ▼ 10.3 29,500 21.2 ▼ 0.7 16,707 ▼ 26.8 ▼ 17.7

（注）（　）内はアルミ線を示し外数。ただし推定欄のアルミ線は電力、輸出部門以外は
　「その他内需部門｣に一括計上。▼はマイナス。
　金額は四捨五入の為計が合わない場合がある。

2019年8月分品種別出荷　単位：銅量：トン　アルミ量：トン　金額：百万円
対前月比 対前年 対前月比 対前年

（％） 同月比 （％） 同月比

3,496 ▼ 3.4 8.1 2,977 ▼ 13.6 5.3

8,862 ▼ 25.3 ▼ 14.2 9,540 ▼ 24.4 ▼ 16.0

3,007 ▼ 17.6 ▼ 12.1 8,753 ▼ 13.9 ▼ 11.3
1,271 ▼ 17.8 ▼ 13.7 2,841 ▼ 17.2 ▼ 12.6

21,293 ▼ 13.0 2.3 22,046 ▼ 12.2 ▼ 0.4
10,015 ▼ 16.1 ▼ 7.5 14,106 ▼ 16.6 ▼ 7.6
5,090 ▼ 23.2 2.5 30,729 ▼ 23.7 5.0

53,034 ▼ 16.8 ▼ 3.7 90,992 ▼ 18.7 ▼ 3.2
EM電線・ 84 ▼ 15.2 1.2 268 ▼ 13.0 ▼ 2.2
ケーブル 3,621 ▼ 8.8 21.0 4,040 ▼ 10.4 16.1

3,710 ▼ 8.9 20.3 4,330 ▼ 10.6 13.9
2,417 ▼ 6.2 36.5 2,013 ▼ 9.0 16.6

2,934,705 ▼ 15.9 ▼ 33.5 20,233 ▼ 8.5 ▼ 10.9
- - - 4,236 ▼ 17.5 ▼ 4.6

（注）２．四捨五入の為計が合わない場合がある。

（注）３．光製品の数量はｋｍｃ （注）４．▼はマイナス

は、自動車（前年同期比13.0％増）が大幅に伸びたほか、建販も173,937ｔ（同7.1％増）と好調であり、この2部門が下支えした。

通信用電線・ケーブル

数量

電力用電線・ケーブル

　ﾏｲﾅｽｸﾞﾙｰﾌﾟは4部門。通信は夏休みもあり同15.3％減と2ヵ月ぶりの下降。電気機械は経済状況の減速により同14.3％減少

輸送用電線

需要が動き出し、同3.4％伸びた。自動車は、ｸﾙﾏの生産台数が依然として好調なため、電線出荷も同6.4％増と11ヶ月連続

電力

で伸長し、好調に動いた。輸出は一部ｽﾎﾟｯﾄ需要が発生したため同20.2％増となった

建設電販は五輪・首都圏ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは活況も稼働日少なく同2.7％減。その他内需は一部建販用途に連動しており同4.2％減。

部門

銅電線計

　うち、光ファイバーケーブルコード

アルミ電線計

自動車

建　設・電　販

その他内需

裸線

心線販売

機器用電線

被覆線

電気機械

巻線

5事業部門が前年同月を割込み、総計は53,034ｔ（同3.7％減）と2ヵ月ぶりに前年を下回り、踊場に差し掛かった。

　一方、9月の銅電線出荷推定は、建設電販が2ヵ月ぶりに30,000ｔ（同12.3％増）を超え、通信、電力、電気機械の3部門を除き

前年を上回り総計は61,100ｔ(同7.4％増）2か月ぶりに60,000ｔを上回り好調。　この結果、19年度上期（4～9月）電線出荷推定数量

　また、8月の電線部門別出荷は、ﾌﾟﾗｽｸﾞﾙｰﾌﾟは電力、自動車、輸出の3部門となった。電力はOFｹｰﾌﾞﾙからCVｹｰﾌﾞﾙの張替

品種

内需計

輸出

合計

電力用電線・ケーブル、被覆線

金　　額

通信用電線・ケーブル

数　　　量

（注）１.EM電線・ｹｰﾌﾞﾙはJCS規格17品種が対象であり、機器用、消防用等のノンハロタイプは含まれない

金額

計

光製品
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◎ アルミニウム関係                      

〇 国際アルミニウム地金相場、第１、２週は、中国製造業ＰＭＩが６カ月連続で５０割れの４９．３中

国経済の減速が懸念されメタル相場は総じて軟調に推移。米中通商協議について「第一段階」」の部

分合意に向けた進展があったとの報道から、リスクセンチメントが改善。アルミ相場は９月下旬以来

となる＄１，８００台に到達。しかしながら詳細については不透明な部分が多く、また米７－９月期

非農業部門労働生産性速報値が２０１５年以来のマイナスに落ち込み、経済減速の兆候も見られる。

第３週、米中貿易協議の進展期待から＄１，８００台を維持していたが、米国の否定的な発言を受け

楽観的な見通しが後退。また香港デモの激化も投資家の重しとなりアルミ相場は大幅下落。さらには

中国１０月鉱工業指数は市場予測を下回り、同国経済の成長鈍化が嫌気された。アルミ独自では、Ｌ

ＭＥ在庫が７．５万ＭＴの増加があり１０月以来の＄１，７５０割れとなった。第４週、米中通商協

議では具体的な進展は見えず、また連日続いたＬＭＥ在庫増も一服し、アルミ相場は狭いレンジで推

移。香港情勢を巡り米中の通商交渉が複雑化する中、両国の「第１段階」の合意署名が来年にまでず

れ込む可能性もあり相場の上値は重い。最終週、米中通商協議を巡り中国政府が知的財産権の侵害に

対する罰則を強化する事を好感しアルミ相場は上伸。しかし、再度ＬＭＥ在庫の急増が見られるとそ

の勢いは失われた。当面は＄１，７６０前後での小幅な推移を予想。 

 

○ 対日オファ－及び国内価格 

   ・対日オファ― （ＣＩＦ）          2012 年    11 月積 1,847.00～1,842.00 ドル／トン 

・輸入採算価格                        2012 年 11 月積 215.00～214.40 円／㎏ 

 ・ＮＳＰ              2012 年   2 月  242.40 円／㎏ 

 ・ＮＳＰ（メ－カー対応価格）  2012 年 10 月～12 月 250.00 円／㎏ 

 

○ ＩＡＩ統計アルミニウム新地金生産高（単位＝千トン） 

 ’12 年 2 月 ’12 年 10 月 ’18 年 10 月 

月生産 *2,305.0 2,378.0 2,364.0 

平均日産 *76.8 76.7 76.3 

    （*＝訂正有り）中国は対象外にしております。       

 

○  アルミインゴット港湾在庫 

                                  （単位：トン） 

 2012 年 7 月 2012 年 8 月 増減 2018 年 8 月 増減 

横浜 153,800 152,000 ＋5,200 166,200 －7,200 

名古屋 140,000 152,100 ＋12,100 142,400 ＋2,700 

大阪 15,000 15,000 ±0 15,000 ±0 

合計 308,800 326,100 ＋17,300 323,600 ＋2,500 

   

上記アルミインゴット港湾在庫に変更致しました。（２０１５年１月分からの変更です）  
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◎ＬＭＥ銅在庫（各月第３週末参考）

◎ＣＯＭＥＸ在庫（第３週末）

39,843 ＳＴ 前月比 39,955 ＳＴ増

◎国内山元電気銅在庫

95,660 トン 前月比 9,797 トン減

◎伸銅品生産実績

53,390 トン

61,930 トン 前月比 115.9 ％

◎電線出荷実績

60,200 トン 前月比 98.5 ％

◎軽圧品生産実績

93,612 トン

67,913 トン

161,525 トン 前月比 99.8 ％

　以上簡単ですが銅概況、他のご報告申し上げます。

・19年11月15日現在

・19年9月末

・19年10月速報

押　出　類

・19年 10月　　板　　類

・19年8月確報

・19年9月速報
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186,425 ﾄﾝ

11月第3週末在庫 224,775 トン
前月第3週末比 43,625 トン減

（千）

 


